病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・畠山　文男様～本日10：30　介護認定調査実施。質問にも淡々と答えており、風呂も週3回、買い物も週に１回きちんと行っていると話し表情穏やか。意見書と介護認定調査の記録を持って審査会へ提出するとの事で、結果は1ヶ月程度要するとの事。

・巴　勇樹様～306号室～406号室へ部屋移動。
・原　吉郎様～406号室～306号室へ部屋移動。

・木村　美智子様～本日、ヒアルロン酸点眼薬1本処方となる。

＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～昨日深夜帯0：00　本人が1階に降りていたと他病棟スタッフより報告あり。声掛けには、「落ち着かない。落着かない」と訴えている。1階に降りたのか問うと、「間違った、どこにも行こうとしなかった」と聞かれている。本日の朝は不調を訴え騒がしくしているが、昼には落ち着きプログラムに参加出来ている。精神症状、睡眠状況の観察も合わせていく様にしていく。

・飯田　修子様～自己中心的な行動が目立ち、要求が通らないと、興奮して「お前は嫌いだ」と他患者様へ罵倒しながらののしっては、怒りっぽく迷惑行為もあり、自分では自制出来なくなっている。本日夜より、ロドピン(50)3T　3×毎食後9日分処方となる。迷惑行為がない様に状況観察しながら、自分の行動に振り返りが出来る様に、トラブルに注意し観察していきましょう。

・五日市　規様～土曜日には、断続的に壁を叩く行為見られるも、その後は、不穏さなく夜間も休まれている。本日、朝、昼共に血圧（170～180）と高値となるも不調の訴えもなく、再検で落ち着いている。トラブルなく穏やかに過ごされている。

・井上　和美様～易怒性は軽減してきているが、同じ事や過去の事を何度も話す事や、身体的な不調（三叉神経や顎の不調、先日叩かれた部位の疼痛）、歯磨きへの執着等は続いている。不安定な状況は続いている為、引き続き、精神症状や睡眠状況の観察を行い、他者トラブルに注意していく。

＜窪田Dr診察状況＞
・大上　なみ様～IFオーダーの腰痛時、使用していない為中止となっています。

・金澤　洋子様～IFオーダーの発熱時、使用していない為中止となっています。

・井上　和美様～易怒性は軽減してきており、本人も「大分調子が良くなった。イライラもない」と話しています。余談は許さない為、オランザピン15㎎を継続していき、経過観察とする。スタッフも注意して、見守る様にと指示あり。

・小笠原　文人様～多弁さ、気分高揚さみられています。買い物外出について単独ができるようになったら、「火曜日と木曜日に行きたい、ジュースが安いんだよ」と話しています。単独が出来るようになった場合は、許可すると主治医より。今は、スタッフ付き添いを継続していきます。

※伊藤Dr指示のままだった、IFオーダー、文字オーダー、SSTの指示を、現主治医へ再
　指示だしてもらっています。

＜週間予定＞
6/18（月）10：30～畠山文男様、退院支援会議　
6/19（火）14：00～木村美智子様（あっぷるハート）来院。
6/19（火）16：00～定期心電図検査。
6/21（木）小倉Ⅾｒ診察。

０Ｔより
・井上　和美様～「この間、作業時、叩かれた所が痛くなり、顎も動かなくなると」口数の多さも目立っています。何をしでかすか予想もつかない為に、他患
者様と距離を取りながらトラブルに注意していきましょう。

＜窪田Ｄｒ退院支援委員会＞
・井上　和美様～本人に退院拒否は変わりありません。施設、グループホーム等の見学(本人は退院の意志なし）を退院に向けて動機付けをし病状安定していけるように介入していきましょう。病状の安定を優先していきましょう。

・金沢　洋子様～母様はまだ状態が良くないとの事であり、妹様からの協力は得られない
　　　　　　　　状態は続いています。今後の方向として、要介護1であり妹様と連絡を
取りながら入所者施設を探していきましょう。

・高橋　康満様～高齢者マンションは、生保の関係で難しく、身近に身寄りのないケース
としても、サービス付きグループホームが望ましい。本人退院について
は消極的で、甥様は、法人内からの本人様の退院は望んでいません。甥
様には、退院に向けた病状や現状における説明を促し、サポートが得られるように介入していきましょう。

・十日市　利喜様～本人が退院について消極的である他、身元引受人がいない事から施設
　　　　　　　　　入所は困難な状態です。定期的な外出促進は継続し（現在は病院周辺の単独外出で問題はない。）
退院について消極的な発言が聞かれる為、本人の意識付けも必要。社会資源活用し、自立した生活が送れる能力を身につけていきましょう。

・小泉　喜作様～娘様から『ケアハウス　グリーンハイツ』に申し込みしていますが、空
きがないとの事です。入所が可能な所を再度検索する必要があります。
　　　　　　　　本人は落ち着いて生活しています。

・中野渡　鉄男様～御家族様は非協力的であり、施設の入所方向で身寄りのないケースとして、市役所へ行き保証人がいないが施設入所したい旨を伝え、ＰＳＷと相談しにいくことも視野に入れ、将来的な環境も考えてみちのく記念病院も候補となります。
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・大上　なみ様～今後見通しがない為、御家族様と連絡を取りながら、確認し入所先をさがしていけるようにしていく。





